
 

 

 

 

 

 

 

              

 昨年は、大阪府北部地震が発生し、市内で震度５強以上

を観測しました。続いて、7 月には西日本豪雨、9 月には

台風２１号が猛威を振るいました。平成最後の年の漢字は

「災（わざわい）」と決まり、日本各地で起きた大規模な

自然「災」害により、多くの人が被「災」。自助共助によ

る防「災」・減「災」意識も高まりました。 

  

 地震のときは全小学校を避難所として開設し、台風のと

きは公民館や市民ホール等を自主避難所として開放しま

した。避難所の運営にあたり、自主防災組織の皆様の協力

をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 毎年、実施している講習で、地域における自主防災活動 

で必要となる知識、役割を学んでいただき、共助（地域で

の助け合い）の必要性を再確認しました。 

  

受講後に「修了証」をお渡します。来年も 

実施しますので、ぜひ参加してください。 

 ちなみに・・・ 

『防災士』ってご存知ですか。  

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
←台風の影響で、

市内の倒木被害は

1,000 件以上に

のぼりました。 

 

 

大阪府北部地震の

とき、市内９か所

に災害時給水拠点

を開設しました。 

↓ 

 いま全国から注目を浴びている資格

で、日本防災士機構が認証しています。 

研修講座を最低12講目以上履修し、

試験に合格したあと、救急救命講習の

受講修了証を付けて登録申請すれば、

「防災士認証状」「防災士証（カード）」

が交付されるそうです。 

長い道のりですが、興味のある方は

調べてみてください。 



        

        

      

 

 講座のあと、1 時間かけて自分たちの住むまちを歩きま

した。２コースに分かれて、班ごとに避難経路、危険個所 

などを確認したり、災害対応自動販売機やＡＥＤなどの防

災資源も発見しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①在庫する食料や 

生活物資の提供 
 

②全国から搬入される 

  救援物資の集積・荷 

  捌き・搬出等の輸送 

  拠点 

 

 まち歩きのあと、「マイ防災マップ」の作成に向けて、 

「坂がきつかった」「あの狭い道に消防車は通れないので

は」など、班ごとに歩いた感想や、気づいた点を意見交換

しました。 

 

                   

 

   

           

 

生野菜をちぎってナイロン袋に入れ

湯せんして作るお料理や、お菓子で

作るポテトサラダなど、災害でガス

や水道が使えない設定での調理を、

楽しく、おいしく体験しました。 

 

同組合が昨年 8 月から

販売している「飲めるご

はん」が話題に。火や水

を必要としない。高齢者

にも摂取しやすく、子ど

も向け、外国人向けと、

3 種類の風味がある。  

 

地震直後にしてはいけない五箇条 
 

一、電気のスイッチに触らない 

二、ライターやろうそくに点火しない 

三、下がっているブレーカーを上げない 

四、部屋の中を裸足で歩かない 

五、トイレの水を流さない 

 

他に、平成 30 年では、アクアクララ㈱（飲料水の供給）、㈱ユーミックス（仮設トイレの設置協力）、吹田市社会福

祉協議会・理学療法士会・鍼灸マッサージ師協会（避難所における人的支援）とも協定を締結しました。 


